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は じ め に

近年 トイレに関する研究が益々高 ま り、 さまざまな分野から貴重な業績が積み重ねら

れて きている。 トイレ学はまだ確立 されてはいないが、 トイレの歴史、 トイレと文化、

トイレの形態論、 トイレと衛生、 トイレと環境問題、高齢化社会 と トイレ、 トイレと町

づ くり、 トイレッ トペーパーの研究 など対象 とされる範囲は広範であ り、今後解明 され
1)2)3)4)

るべ き問題 は大 きい ものが ある。
5>

筆者は トイレと環境問題 ・町づ くりな どを中心に調査 を進めているが、本稿 では トイ

レットペーパーの産地 を取 り上げ、生産 の現状 を分析することに よってその特質 を明 ら

かにする とともに、 メーカーの抱 えてい る問題点について検討 を加 えたい。

トイレッ トペーパーは二度 と使 えない資源 として、 リサ イクル運動な どが主要 な課題
6)

として取 り上げ られているが、 これ を産地の側か ら取 り上げた研究は少 ないのが現状 で

ある。 トイレッ トペーパーやチ リ紙 は、本来は中小 メーカーによる再生紙であったが、

近年は大手の製紙 メー カー によるパ ルプ100%も のの 占め る割合が徐 々に高 まりつつあ

る。

この ような中で、再生紙 トイレッ トペーパー の主産地である静岡県の富士市 を取 り上

げ、本稿の課題 に沿 って考察 を加 えるこ とにす る。

1.再 生 紙 トイ レ ッ トペ ー パ ー メー カー を取 り巻 く環 境

い わゆ る中小 の再 生紙 トイ レッ トペ ー パー メー カー に とって、 経営 環境 は年 々悪 化 し

つ つ あ る。 トイ レ ッ トペ ー パー産 地 での聞 き取 りに よ り、 メー カー を取 り巻 く問題 点 を

あげ る と次 の よ うに な るであ ろ う。

まず流通 面 か らは、
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① トイ レ ッ トペ ー パー の市場 に、大 手 メー カー が生産 す るナ シ ョナ ルブ ラ ン ドのパ

ル プ100%の 製 品が年 々 シェアー(第1図)を 拡 大 しつ つ あ る。 大 手 メー カー の圧 倒 的 な

宣伝 力、 生産 量 、 品質 な どに たい して 中小 メー カー は ま と もに勝 負 で きる状 態 では な い。

② 再 生紙 の トイ レ ッ トペ ーパ ー は 中小 メー カー が乱立 し、 多品種 少 量生 産 に よ るプ

ライベ ー トブ ラ ン ドで個 々 に競 争 す るため、大 手 の スーパ ーマ ー ケ ッ トにお いては取 り

扱 われ な い商 品が 多い。

③ 小 売店 は商 品 を置 く場合 、 価格 の低 い トイ レ ッ トペ ーパ ー では な く、 利益率 の高

い もの を取 り扱 うこ とに なる。必然 的 に、店頭 に は大手 メー カー の パ ルプ100%の ナ シ ョ

ナ ルブ ラ ン ドの製 品が並べ られ るこ とにな る。 したが って、価 格 が比較 的 に安 く、収益

率 の あ ま り高 くな い再 生紙 の トイ レ ッ トペ ー パー は小 売店 に敬 遠 され る傾 向に あ る。

④ 再 生紙 の トイ レ ッ トペ ーパ ー を主 と して販 売 して い るのは、 中小 の スーパ ーマ ー

ケ ッ トや 零細 な小 売店 が 多い。 この よ うな店舗 の 中 には後 継者 難 で、店 の規模 を縮 小 す

る もの もあ り、 それ と比例 して、再 生 紙 の トイレ ッ トペ ー パー の販 売が不 振 に お ちい る

とい う結果 に なって しま うの で あ る。

⑤ トイ レッ トペー パー の 出荷 量 は伸 びて い るが、 出荷 価 格 は低下傾 向 にあ る。 平成

6年1～6月 にお け る静 岡県 の トイ レ ッ トペ ー パ ー の 出荷 量 は前 年 下半 期 の7.3%増 で

あ るが、価 格 は9.4%も 値 を下 げた。これが経 営 悪化 の大 きな要 因に な って い る。この た

め 平成7年6月 には、 明治 製紙 、 丸富 製紙 な どが トイ レ ッ トペー パー の値 上 げや価 格復

元 を表 明す るに至 った。

一74
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韓

⑥ 中小の トイレッ トペーパー メーカーの中には、販売不振 と価格 の伸 び悩みにより、

休業や廃業 に追い込 まれ る会社 も出てきている(平 成6年 には富士市で丸仁製紙、八州

製紙の2社)。 このため中小 メー カーは大手の設備増強の見送 り、工事 の延期 を求めて 日

本製紙、十条 キンバ リー、 クレシア、興陽製紙、大王製紙、名古屋パルプの6社 を相手
7)

に 「特 殊 契約 の 申 し出」 とい う訴 え を起 こ した。 これ は中小 メー カー の苦 しい立場 を表

明 した 出来事 とい え よ う。

次 に消 費者行 動 の面か らは、

① 再 生紙 トイレ ッ トペー パー の 品質 は、100%パ ルプ の製 品 よ り悪 い とい うイ メー ジ

が あ り、 これが 消 費の減 退 を招 く一 因 ともな って い る。

② 消 費 者 の高級 志 向 と、 ペ ーパ ー に対す る 白さ信 仰 、パ ル プ価格 の下 落 な どに よ り、

パ ルプ100%ペ ー パー が 消 費者 ニー ズ を とらえつ つ あ る。

③ 再 生 紙 は ち りが み交換 でい ただ くよ うな紙、 す な わち新 聞古紙 とい うイ メー ジ を

もたれ て い る。 実際 には トイ レ ッ トペー パ ー は、 高級古 紙 で作 られて い るのに もか か わ

らず であ る。

④ 再 生 紙 の トイレ ッ トペー パー は価 格 が低 くなけ れば な らない とい う意識 が あ り、

これが再 生 紙 の トイ レ ッ トペー パ ー の価 格 を不 当に低 く押 し下 げ、 価格 破壊 が 進行 す る。

鍵

騨

第2図 静岡県における紙品種別生産量(平 成6年)

(出典は第1表 に同じ)

一75一

漏

尋

韓



トイレッ トペーパー産地の特質 と問題点一 静岡県富士市の場合

結果的には、 これが中小のメー カーの経営 を悪化せ しめるのである。

⑤ 一般的には、消費者 は古紙の リサイクルや環境問題に関す る意識は高いが、購買

行動にはそれが現れず、 リサイ クル運動がかけ声だけに終わって しまうとい う例 も少な

か らず見 られ る。

このような環境にあって、再生紙 トイレッ トペーパーの産地はどの ように対応 してい

るのであろ うか。

II.富 士 市 にお け る製 紙工 業 の沿 革

周知 の ご と く、静 岡県 は 日本一 の衛 生用 紙 の産 地 であ る。衛 生用 紙 とは テ ィ ッシュペ

ー パ ー
、 チ リ紙、 トイ レッ トペー パー 、生 理用 紙 、 タオ ル用紙 、 その他衛 生 用紙 を合 計

した もの で あ るが 、静 岡 県の 生産 量が 全 国に 占め る割合 は30%に 達 す る。 その 中で も ト

イ レ ッ トペ ー パー の生 産 は群 を抜 い てお り、全 国 比 は40%以 上 に至 ってい る(第1表)。

1.手 すき和紙の発達

静 岡県の紙の歴史については、その実態は必ず しも明 らか ではないが、室町時代に登

場す る修善寺紙が最古の ものであ るとい う。江戸に入ると駿河半紙 とよばれ る和紙が登

場 し、吉原宿、入山瀬村 などの農家が内職 としてこれを生産するようになった。

本県には手す き和紙に必要 な軟水が豊富であったこと、 さらにコウゾ、 ミツマタ等が

自生 し、和紙原料 に恵まれていたことなどが品質の良い和紙の生産が盛んになった要 因

とされている。

ここで富士市における手す き和紙について、機械す き製紙 に至 るまでの状況について
　　

簡単にふれてお くことにしよう。

明治2年 内田平四郎が駿河半紙 の原料 であ り、当地 に野生 していた ミツマタを内山

で栽培、原料の確保 が容易 になる。

明治12年 栢森貞助が薬品 を使 った手す き和紙の工場鈎玄社 を作 る。 この頃よ り半紙

を純 白に改良 して販売。好評 を博する。

明治21年 芦川万次郎が製紙伝習所 を開設、製紙技術の教育 と普及 を図 る。

この ように富士市 を中心 とす る静岡県においては、手す き和紙は技術が発達 し、明治

28年 頃 まで大 いに栄 えることになる。 しか し明治 中期には洋紙技術が導入 されたことに

より機械抄紙が発達 し、和紙の生産 も機械化 され、手す き和紙は徐々に衰退 してい くこ

とになる。
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2.機 械す き和紙への転換

明治22年 機械す き製紙が登場 す る。近代製紙工場 として王子製紙が周智郡気 多村

(現・春野町)で 亜硫酸パルプの製造 を開始す る。これは静岡県のみならず

わが国における木材パルプの発祥地 と言われている。

明治23年 富士製紙(後 に王子製紙 と合併、現 ・新富士製紙)が 富士郡鷹岡村入山瀬

(現・富士市)に 輸入 した機械 を設置 した製紙工場 を設立、亜硫酸パルプか

ら印刷用紙の生産が開始される。 これは富士市における機械す き製紙の最

初であ り、後の製紙業発達に多大 な影響 を与えた。

明治27年 富士製紙の技師、三木慎一が独立 して富士市原田に小工場 を設立、 自作の

小型抄紙機で下級の洋紙の抄造 を開始 した。

明治28年 富士郡の有志が原 田村に 日本 で最初 の機械す き和紙工場の原田製紙㈱ を設

立。地場資本に よる製紙工場設立 を促 し、中小の製紙工場による産地形成

の基盤の役割 を果 たした。

大正10年 富士地区の篤志家によ り六信舎が設立 され、堀関製紙 と洋紙 を作 る速 さを

競 う。製紙技術 の発達に貢献す る。

ところで、明治時代 中期に急速 に台頭 して きた近代製紙工場はいずれ も県外の大資本

であ り、アメリカか ら輸入 した機械 を利用 した大量生産 をその特徴 としていた。これに

対 して零細な家内工業 として発達 して きた手す き和紙はその存続が危ぶ まれ るところ と

なった。

しか しそのような中で、手す き和紙製造か ら機械す き和紙製造へ と転換 を進めてい く

きっかけを作 ったのは富士製紙において技術 を習得 した三木慎一 であ り、 この ような技

術者の努力が評価 されねばならないであろう。

さらに大正時代に入 って も、地元資本 による努力が続けられ、新たな技術の開発によ

って全国に 「さ くら紙」の名 を広め、製紙工業地帯 としての地位 を確立す る。

3.戦 後の製紙工業地帯の復興

第二次世界大戦は、製紙工業に とってはまさに受難の時代 であった。昭和17年 企業整

備令が発令 され、製紙は不急産業 として軍需産業や食料増産工業 に変換を余儀な くされ

た。戦争で受けた打撃は回復不可能 とされるほ どであったが、戦後は奇跡的に回復す る。

昭和25年 の朝鮮動乱ブームによ り、出版事情 は好転 し、紙景気が到来す る。休転 してい

た工場は操業 を再開す るとともに、工場 の新設 も相次いだ。

その後7回 の景気変動を経て、大手企業は業界の再編成によ り体質強化 を図っている。

一方中小の製紙メーカーは
、大手 メーカーでは取 り組み難い古紙再生技術の向上 を図 り、
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トイレットペーパー産地の特質 と問題点一 静岡県富士市の場合 一

第1表 静岡県における衛生用紙生産量(平 成6年)

品 種 名 全 国 静 岡 県 全国比率

一

ア イ ッ シ ュ ペ ー パ ー 519,292 80,143 15.4%

ち り 紙 62,051 13,781 22.2%

トイ レ ッ トペ ー パ ー 810,559 344,352 42.5%

生 理 用 紙 32,541 5,240 16.1%

タ オ ル 用 紙 77,772 32,081 41.3%

そ の 他 衛 生 用 紙 45,743 21,913 47.9%

合 計 1,547,958 497,510 32.1%

静 岡県商工労働部 『静岡県の紙業 平成6年1月 ～12月 』による

(単位:ト ン)

トイレッ トペーパーを代表 とする衛生用紙の生産に力 を入れ、富士市は全国屈指の産地

としての地位 を築 きあげた。

III.製 紙 工 業 の 立地 要 因

富士市におけ る製紙工業は、いかなる要因に よって産地形成がなされたのであろうか。

① 富士山の雪解 け水により、用水に恵 まれていたこと。

トイレッ トペーパー を1ト ン生産す るのには、250ト ンの水が必要 とされ る。紙づ くり

には大量の水が消費 され るが、水源 となる富士山麓一帯の年間降水量は約22億m・。特に

富士山の南麓では毎 日の ように降雨が有 り、富士市においては1日300万 トンの地下水の

汲み上げが可能である。

② 原料の確保が容易であったこと。

手す き和紙 の時代には富士山麓 にコウゾ、 ミツマ タなどの資源に恵 まれ、機械す き和

紙に転換 してか らは、ち り紙や トイレットペーパーの生産に関 しては首都圏に近いこと

か ら、古紙 など再生紙 に必要な資源 を容易に集めるこ とがで きた。

③ 大消費地に近接 し、輸送事情に恵 まれていたこと。

製品の販売や原料資源の輸送に関 して、立地上の優位牲 を有 した。

④ 駿河半紙の伝統 に加 えて、機械す き和紙に対する技術研究が重ねられた。

大資本による近代製紙工場か ら積極的に製紙技術 を学び、小資本でも優秀 な紙 を作る

一78一



トイレットペーパー産地の特質と問題点一 静岡県富士市の場合 一

単位 ・千
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重 一 一

昭 和60616263平 成123456

第3図 静 岡県におけ る衛生用紙生産量の推移(単 位:ト ン)

(『静岡県の紙業』平成7年4月 よ り作成)

テ ィッシュペーパー

ち り紙 一一生理用紙 タオル用紙

鯉

ことを可能に した。 これによって、中小 メーカーが大 メー カー と共存 して生 き残 る道 を

示 した。地元資本 による研究開発の努力は特筆 に値す る。

この ように、紙づ くりに最 も必要 とされる用水に恵まれていた自然的条件 を基礎 とし

て、首都圏に近 く古紙 などの再生紙の原料が入手が容易 である上に、製 品の輸送条件 に

恵まれていたこと、 さらに優秀な技術者の存在 とい う地域 内部の条件が加わって、今 日

に見 られ るような トイレッ トペーパー産地が形成 されたのである。

N.ト イ レ ッ トペ ー パ ー 産 地 の生 産 構 造

ア

む

至

野

1.創 設年 代 か ら見 た メー カー

富士市 におけ る トイレッ トペーパー(衛 生用紙)の メー カーは現在40社(操 業中は37

社)を 数 える。 これ をまず創立年代 か ら検討す ることにしよう。創設が最 も古いのは富

士里和製紙で大正11年 、 これ以降昭和2年 の丸金製紙、利休製紙(昭 和8年)、 鈴上製紙

所(昭 和9年)と 続 く。 ただ し富士里和製紙は、戦時中企業整備令 によ り紙の生産 を一

時停止 して軍需物 資を生産 してい る。 これに対 して、創設以降一貫 してチ リ紙や トイレ

ッ トペーパー を生産 しづけて きたのは丸金製紙であ り、 その意味か らす ると丸金製紙が

最古のメー カー と言 うことになる。

以上の ように、戦前に作 られ た会社 はわずかに6社 にす ぎない。残 りの34社 は戦後に

誕生 している。特に戦後 しば らくの間は会社 の新設 ラッシュが続 く。昭和22年 に3社 、
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トイレッ トペーパー産地 の特質 と問題点 静岡県富士市の場合

23年2社 と、 この両年で5社 が作 られた。結局、昭和20年 代に新設された会社は12社 を

数 えることになる。

その後、経済の高度成長下に トイレッ トペーパーの需要が増大 し、昭和30年 代 には16

の新 しい会社が登場 した。 このように昭和20～30年 代 にかけて会社 の新設が続いた理 由

としては、以下の3点 があげられ るであろう。

①富士市が戦争の被害 を直接 に受けなかったこと。

②その結果 として工場がその まま残 っていたことに加 えて、工場用地の入手が容易で

あったこ と。

③製紙技術者が多数存在 したこと。

そこで次に、富士市における トイレッ トペーパーの生産の実態につ いて、会社 の設立
　ラ

年、資本金、従業員数、生産品 目、生産高などの面か ら検討 してみ よう。 なお資料の制

約上、資本金 と従業員数については、一部 を除いて平成2年 のデー ター を使用せ ざるを

得 なかったこ とをお断 りしてお きたい。

2.資 本金 と従業員数

トイ レ ッ トペー パ ー の メー カー は37社 あ るが、概 して小規 模 な ものが 多い。 この うち

トイ レ ッ トペ ーパ ーや チ リ紙 の専 業 メー カー は29社 。残 りは テ ィ ッシュペ ーパ ーや ペー

パー タオル な どの衛 生用 紙、 あ るい は他 の洋紙 も生 産 してい る。

まず 資本金 か ら、 メー カー の特 徴 につ い てみ てい くこ とに しよ う。 資本金 のデ ー ター

の あ る31社 をみ る と、最 大 は丸 富製 紙 の4億9227万 円か ら、最 少 は100万 円 にい た るまで

か な りバ ラエ テ ィに飛 んで い る。 ただ し1億 円 を こえ るメー カー は3社 のみ で あ り、 ほ

ぼ半数 に あた る14社 が1,000万 円以 下 とな ってい る。 さ らに資本 金500万 円以下 の メー カ

ー も9社 あ り、 トイ レ ッ トペ ーバ ー の産地 は零細 資本 の メー カー に よって形成 され てい

るこ とをその特徴 としてい る。

続 い て労働 力 か らメー カー の特 徴 を見 て い くこ とに しよ う。富士市 の メー カー40社(平

成2年 の数値)で 働 い てい る従 業 員 の総 数 は2,400人 、 一社 当た りの平均 人数 は56人 であ

る。最 も大 きな もの は丸富 製紙 の320人 、最 少 で は15人 とか な りの格差 が 見 られ る。従 業

員200人 以上 の メー カー は4社 あ るが 、トイレ ッ トペ ー パー の専 業 メー カー は丸 富 製紙 だ

け で あ り、他 の メー カー は む しろテ ィ ッシュペー パー ある いは印刷せ んか紙 、特殊 白板

紙 な どの生産 に力 を入 れて い る。

大 部分 の メー カー の従 業 貝数 は100人 以 下 とな って い る。従 業 員30人 以 下 の メー カー も

13社 あ り、全 体 の33%を 占め てい る。 か か る点 か ら も、 わが 国の トイ レッ トペ ー パー は

比較 的小 さな メー カー に よっ て支 え られ て い るこ とが理 解 で きよ う(第2表)。
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3.地 域 内部の生産力格差

次 に この点 につ いて、紙 の生産 量か ら検 討 して み る こ とに しよ う。 富士 市 にお る トイ

レ ッ トペ ーパ ー の総生 産 量 は月 間28,100ト ン。これ をメー カー 別 に見 る と、月間2,000ト

ン以上 が3社 あ るが、 最 大 の生 産 量 の丸 富 製紙 は、4,000ト ン を こえ る(聞 き取 りで は

4,500ト ン)。 この メー カー の トイ レ ッ トペ ー パー の年 間生産 量 は5万 トンにな り、 日本

全体 の生産 量76万 トンの約7%、 富士 市 の生産 量 の14%に 相 当す る量 を1社 で生産 して

い る こ とに な る。

しか しこの よ うな大 量生 産 が可 能 な メー カー は例 外 的 な存在 で あ り、 富士 市の トイ レ

ッ トペ ー パー の メー カー の全体 の80%は 月間生 産 量999ト ン以下 、 さ らに500ト ン以下 の

メー カー は16社 あ り43%を 占め てい る。 要 す るに、 中小 メー カー で形 成 され て い る とい

われ る富士 市 の衛 生用 紙 の産 地 も、地域 の 内部 で分化 が進 みつつ あ る。現 在 で は(A)

ご く小 数 の 中規模 メー カー と、(B)大 多数 の小 メー カー に よって構成 されて い る こ とが

理解 で きよ う。

そ して これ らの メー カー は

① 規 模 を拡 大 しつつ あ る上昇 志 向型 メー カー

② 規模 は現状 の ま まで品質 の 向上 を図 る現状 維持 型 メー カー

③ 生 産 の将 来 に不安 を抱 いて い る規模 縮小 型 メー カー

の3つ の タイプ に分 類 す るこ とが で きよ う。

そ して この傾 向は、今 後 益 々拡大 して い くもの と考 え られ る。再 生 紙 の トイ レ ッ トペ

ー パー 専業 メー カー の将来 は必ず し も明 るい もの で はな い。パ ルプ100%の トイ レ ッ トペ

ー パー で市 場 を拡 大 しつつ あ るナ シ ョナ ルブ ラン ドの大 手 メー カー との競 争 に加 えて 、

地 域 内部 で も格 差 が生 じつ つ あ り、転 ・廃 業 を余 儀 な くされつつ あ るメー カー もい くつ

か 出て きてお り、今 後 の展 開 は予 断 を許 さない情勢 であ る。

V.ト イ レ ッ トペ ー パ ー メー カー の か か え る問 題 点

本章 では富士 にお る2つ の メーカー を取 り上げ、現在抱えている問題点 と今後の課題

について考察 を加 えることにしよう。一つは、規模はそれほ ど大 きくはないが、創業以

来一貫 してチ リ紙 とトイレッ トペーパー の生産に取 り組み、信用 と実績 を築 き上げて き

た丸金製紙 を、いま一つは、富士市におけ る再生紙 トイレッ トペーパーの トップ メーカ

ー である丸富製紙である。
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トイレットペーパー産地の特質 と問題点一 静岡県富士市の場合 一

1.丸 金製紙の場合

丸金製紙(富 士市入山瀬)は 昭和2年 の創業 であ り、富士地区では最 も歴史の古いメ

ー カー として知 られている
。 この会社の創業者 も富士製紙で製紙技術 を学び、それ を基

礎 に会社 を設立 した。資本金 は1,350万 円。一 日の生産量 は15ト ン。その内訳は トイレッ

トペーパー600ケ ー ス、 白チ リ紙5,000締 となっている。

(1)業 務用 トイレッ トペーパー中心の経営戦略

創業 当時はチ リ紙の専業生産 であったが、経済の高度成長以降 トイレッ トペーパーの

生産に重点が移 って きた。現在 ではチ リ紙が全生産量の30%、 トイレッ トペーパが70%

を占めている。 トイレッ トペーパーはシングル とダブルが あるが、丸金製紙 では生産 の

比率は、 ダブルが60%と なっている。 しか し今後はシングルの生産 に力を入れる方針 で

ある。 シングルの トイレッ トペーパー重視の方向は、丸金製紙の環境に優 しい製品づ く

りの理念に基づ いている。

以下 において、 シングル重視 の理 由につ いて簡単 にふれておこう。

① トイレッ トペーパーのダプルは主 として家庭用、シングルは業務用(学 校、会社、

役所、病院など)に 分 けられ るが、丸金製紙はダブル も生産 しているが、上述のよ

うな家庭用市場 に参入が困難な流通事情 もあ り、今後は業務用 を中心に したシング

ルの トイレッ トペーパーの生産 に力 をいれる経営戦略 をとっている。

② 幼児のいる家庭 では、 トイレッ トペーパーの巻 き取 りによる無駄遣いが 多い。 シ

ングルではその使用量が半減す ることになるので、資源の節約 に結 びつ くことにな

る。

③ シングルの トイレッ トペーパーはダブルに比べて固 く巻け るので、輸送費の軽減

に結びつ く。

④ 丸金製紙は平成5年4月 に芯な しロールの新製品 「コア・フ リー130」 を販売 した

が、現在では180mも の も登場、 ビル メンテナ ンスの費用の軽減に貢献 している。

(2)自 治体 ・メーカー連携型の経営戦略

丸金製紙は、中小 の トイレッ トペーパーの メー カーが厳 しい競争 に勝 ち抜 き、生 き残

る一つの方策 として 自治体 と ドッキングした経営戦略 をとっている。 リサ イクル条令 の

施行によ り、 ゴ ミ減量計画を義務づ けられた自治体 は古紙の再利用 を巡 ってメーカー と

接触す るようになる。

この ような背景 のもとに、全 国で最初の市内循環型の リサ イクル トイレッ トペーパー

を誕生 させ たのが立川市である。立川市は丸金製紙 と手 を結び、「里が え り」などの トイ

レッ トペーパー を市関係の施設、大学、デパー トなどで利用、かな りの実績をあげ、注
10)

目され る ところ とな った。 この 点につ いて はす でに報 告 した とこ ろであ る。
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丸金製紙 は、月間500ケ ースの トイレッ トペーパー を、立川市に納入 している。ただ し

この量では立川市か ら入って来る古紙の量のほ うが 多 くな り、古紙が20%余 ってしまう。

従 って、 この場合の リサイ クル率は80%と い うことになる。 自治体か らメーカーに入っ

て くる古紙の量 と、それか ら生産 された トイレッ トペーパーがその 自治体で使用 され る

量がほぼ一致すれば、リサイ クル率100%と い うこ とになるが、現実には どちらかに過不

足が生ず ることにな る。

立川市 と丸金製紙 の場合は、丸金製紙のほ うが供給能力が大 きく、 これではメー カー

側の コス ト計算が成 り立たない とされている。そこで最初は古紙の運送は丸金製紙持ち

であったが、平成7年 度よ り立川市の ゴ ミ回集車が丸金製紙 まで搬入す るようになった。

かか る点か らすれば、立川市は古紙の発生に応 じた需要の拡大に対す る一層の努力が必

要 とされ るであろ う。

ただ、立川市の場合には、 トイレッ トペーパーの消費に関 しては、広報活動だけでは

な く、 リサ イクル協力店の開拓や積極 的な店頭指導 を行 なってお り、 この種 の試みが成

功するための一つの方向づけ を示 した点が高 く評価 されている。

このように市 内循環型の紙の リサ イクルは、言 うは易 く行な うは難 しであ り、連携す

る自治体 と トイレッ トペーパーの メーカーの規模がほぼ一致す る必要がある。 このよう

な運動がさらに盛 り上が りを見せ るためには、 自治体、 メー カーが ともに共存で きる体

網 繧雛1
蕩鯉騨 難灘1

写真1立 川市 リサ イクル トイレッ トペー

ノ ・ξ一

写真2東 京23区 リサ イクル トイレッ トペ

ー ノぐ一
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制 を整 えることが必要 であろ う。本事例 の場合 には、立川市を超 えたい くつかの自治体

の広域的 な連携が必要 なことを示 してい るのである。

丸金製紙は、立川市 などの地方 自治体 に加 えて、生協 との結合 にも積極的である。平

成5年 度か ら東都生活協同組合(世 田谷区、15万 所帯)の 指定工場 とな り、「芯な しソフ

トシングル ・コアフ リー(130メ ー トル、6ロ ール)」 を東都生協のブラン ドで出荷 して

いる。 これは高級古紙に牛乳パ ックを5%ぐ らい配合 したもので、月間500～700ケ ース

ぐらい出荷 している。東都生協 出荷分は丸金製紙の トイレッ トペーパーの総生産量の6

～7%を 占め るにいたっている。

このように、丸金製紙は立川市や東都生協 と連携す るこ とに、経営の活路 を見いだ し

た次第であ る。 その結果、 これ らの地域や団体に出荷 された トイレッ トペーパーの量は、

丸金製紙全体 の生産量の15%を 占め るようになってきてい る。

(3)産 地 内部 におけ る トイレットペーパー メー カー 間の連携

中小の トイレッ トペーパーのメー カーが協力することに よって、公害問題に対処す る

とともに、生産規模の拡大 と経営効率 を高めようとす る試みが高 ま りつつ ある。昭和40

年代か ら顕著になってきた田子の浦港の公害問題 に対処す るため、昭和49年 に富士市の

鷹岡地区の13の 製紙会社が岳南第一製紙共同組合 を結成 した。 これは工場廃水の浄化に

よるPS(ペ ーパー スラッジ)を 焼却 レ、その灰 を再利用す るこ とによって有効利用 し

ようとす るものである。

その後、岳南第二製紙協同組合が丸金製紙 など トイレッ トペーパーのメーカー8社 に
11)

よって結成 された。 これは共 同ボイラ事業によ り製造 された蒸気 を道路に敷設 された地

域導管によって送気 されることによって構造改善 を図ろうとするもので、環境に優 しい

生産活動 とコス トの削減の実現 を図 っている。

この他 に、岳南第二製紙協同組合では新製品の開発や流通ルー トの開拓に も力 を入れ

ている。その うちの代表的なものを上げ ると、「プ リン トロール香水入 り・Jungleジ ャン

グル」の発売であ る。 これはジャングルにすむ20種 類の動物のキャラクターが登場 し、

それぞれに英語の名前がプ リン トされている。 さらにこれに森の香 りをプ ラスしたもの

で、大 自然の保護 を訴えた、家庭用のダブルエンボスの トイレッ トペーパーである。

この ように一社 だけでな く、多 くのメー カーの共同事業に より公害の防止、規模の拡

大、生産 コス トの削減、新商品の開発 などを行 ない、 トイレッ トペーパーの産地 として

の発展 を図ろ うとす る動 きが活発化 して きてい る。す なわち中小のメー カーは個々の製

品による競争 では大手のメー カーに太刀打ちで きないことか ら、共同化 による規模拡大

に よって市場 の確保 を目指 しているのである。 この傾向は今後 も拡大 してい くもの と考

えられ るが、その先行 きは必ず しも楽観は許 され ない情勢 である。

た とえば平成7年10月1日 よ り発売が予定 されている、東京23区 ブ ラン ドの トイレッ
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トペーパー とティッシュペーパー、「み どりの夢23」の成 りゆ きが注目され るところであ

る。これは23区 内で回収 した紙類や牛乳パ ックを再生 した古紙100%の トイレッ トペーパ

ーを、富士市 内の9社 の指定 メー カー に製造 を委託 した ものであ る。 コンセプ トは立川

市 と同 じであ り、紙資源の有効利用によ り、都 内循環型の リサ イクル を目指 している。

しか し現在の ところ、23区 では広報等で宣伝 するだけで、立川市のような積極的な店頭

指導 を行 なう予定 はない と言われている。 このような場合には需要の増大が見込 まれ な

いため、市場原理が働 き、 コス ト高にな り、 リサ イクルその ものに赤信号が灯 る可能性

も考 えられ る。

それに加 えて、 「せ たがやそだち」のブラン ドで23区 に先行 した形で区内循環型の リサ

イクル を推進 中の世 田谷区からは、23区 の運動 との間に不協和音が生 じているとも言わ

れている。 また、東京23区 では大 き過 ぎて行政指導が行 き届 きに くく、 より細分化 した

地区に よる リサ イクル運動の展開が必要 とされるであろう。 自然環境の保護 を視点にい

れた循環型の リサイクルを成功 させ るためには、公的資金に よる援助 も考慮にいれた積

極的 な行政支援が望 まれるところである。大都市の行政主導型の トイレットペーパーの

売れ行 きが注 目され るところである。

2.丸 富製紙の場合

再生紙 トイレッ トペーパー部門において、国内で最大の生産量 を誇 る丸富製紙は昭和

30年 に元新陽製紙 を買収 して、富士市今泉 に設立 された。昭和34年 に トイレットペーパ

ーの生産 を開始 してか ら成長 を続け、46年 に富士根工場 を建 設 して生産規模 を拡大、57

年に トップの地位 についてから今 日まで首位の座 を守 り続けている。現在、丸富製紙の

トイレッ トペーパーの生産量は約5万 トン、静岡県全体 の30万 トンの17%を 占めている。

再生紙 トイレッ トペーパーでは最大の企業である。

(D技 術革新 と品質改良

丸富製紙は、国内で最初に トイレッ トペーパーに牛乳パ ックを配合 して生産 したメー

カー としても知 られている。牛乳パ ックの回収 は環境保護運動の高ま りとともに平成元

年頃か ら高まったが、丸富製紙は独 自の回収ルー トを持 ち、現在 では月間1,600ト ンを集

めている。

かか る事情から牛乳パ ック回収運動などを通 じて、丸富製紙 は生協 との結 びつ きが強

く、 コープの トイレッ トペーパーの90%は 丸富製紙 と関係 していると言われ る。 もちろ

んこの他 にスーパーマーケッ ト、 コンビニエンスス トアや ドラッグス トアとなど全国各

地に広範な販売ネ ッ トワー クを有 している。現在、丸富製紙の トイレッ トペーパーの販

売実績は家庭用が大部分 を占め、スーパーマーケ ッ トなどの一般小売店向けが80%、 生

活協 同組合向けは20%と いわれている。丸富製紙 は業務用 よ りも家庭用の トイレットペ
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一パー に重点をおいてるが、シングル とダブルの形態別で、地域的あるいは販売先の特

徴がわか る。

まずスーパーマーケ ッ トをみ ると関東ではダブル8に 対 してシングル2と なるが、関

西ではダブル6対 シングル4と なる。やは り関西の方が シングルの トイレッ トペーパー

志向が強い。 トイレッ トペーパーか らも関西 と関東の地域的差異が明瞭にされるのであ

る。

次にこれ を生協に当てはめてみ ると、 ダブル1～2対 シングル8～9の 割合 とな り、

シングルの トイレッ トペーパーの購入者が多いこ とを物語っている。 これは前述のよう

に、無駄な使用の防止 と関係 している もの と考 えられる。

丸富製紙は元 もとトイレッ トペーパーの品質の改良には積極的 であったが、生協 との

取 り引きが多 くなる過程 でそれによ り拍車がかかるようになった。 ことに牛乳パ ックを

配合 した製品の研究 と開発に力 を入れている。そこで新商品の開発にかけ る丸富製紙の

基本姿勢 を明 らかに しておこう。

(2)新 製品の開発

① 再生紙の トイレットペーパーが、パルプ100%の もの と比較 して品質の劣 らない商

品を造 り出す。品質のレベルア ップのために、牛乳パ ックの配合率 を高める。平成7年

5月 に配合率 を30%に 、7月 には40%に 高め、パルプ100%の ペーパーに勝て るような商

品の開発 を目指 している(東 京23区 ブ ラン ドのティッシュペーパー 「みどりの夢23」 は、

丸富製紙の回収牛乳パ ック100%使 用 の製 品である)。

② 品質の改良によって価格の下落の防止 を図るとともに、パルプ100%の トイレッ ト

ペーパー と同 じ価格 で勝負できる、付加価値 を高めた商品 を開発する。以下においてそ

れ らの幾つかを上げておこう。

・牛乳パ ックを配合 した製品は柔 らか さが少 ない と言われてい るが、 トイレッ トペ

ーパーやその他の商品でより柔 らか い商品を作 る技術 を開発す る。

・牛乳パ ック100%配 合の商品はとしては、現在 で もキッチンタオルやティッシュな

どがあるが、今後牛乳パ ック100%製 品をよ り一層拡大する。

・こだわ り商品の開発。牛乳パ ックの中で も茶色のパ ッケージ(四 葉牛乳)か ら作

ったペーパーは柔 らか くて使いやすいことか ら、 これの利用 をさらに検討す る。

・従来の主流であった白色か らカラー付 き(ピ ンクでブー ケの香がただようダブル

ェンボス加工の「HANATABA」)、 あるいはプ リン トものの トイレッ トペーパー を作

り出す。

・緑茶か ら抽出 した天然消臭剤(テ ィー フラボン)を 使用 した新商品の開発。すで

に 「MEGALO」 「Penguin」(ダ ブル70m巻)が 商品化 されているが、 ティーフラボン

の消臭使用権は丸富製紙が 占有 してお り、更なる魅力的なペーパー を生み出すべ く努
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力 を重 ね てい る。

お わ り に

再生紙 トイレッ トペーパー を取 り巻 く環境は大変厳 し く、中小 のメー カーの中には休

業や倒産に追 い込 まれる例 さえ出て きている。富士市の トイレッ トペーパーの メーカー

は、パルプ100%の 製品の低価格化 を武器にシェアーを拡大 しつつある大手 メーカー との

競合だけではな く、産地内部で もメーカー間の生産力格差は広 ま りつつ ある。中小 メー

カー による共通ブラン ドの トイレッ トペーパー も幾つか登場(静 岡地区メーカー による

シティア運動 など)し ているが、その成果は必ず しも順調 ではない。

家庭用市場への参入が困難なメー カーは、 自治体 の リサイクル運動 と連携を強め る傾

向にあ り、業務用市場の拡大 に力 をいれている。 また製品開発 の面において も、メーカ

ー間の連携 も実現の方向に向かいつつある。一方、中規模 メーカーは、大手 メーカーに

劣 らない牛乳パ ックの配合率 の高い高品質、高価格の トイレッ トペーパーの開発に力 を

入れている。

自然保護の観点か ら トイレッ トペーパー を論ず るな らば、立川市など幾つかの 自治体

が試みている地域内循環型の リサ イクルは、今後の一つの方向 を示す もの といえよう。

その意味で、 よ り計画的で コス ト計算のな り立つ ような連携が必要 とされるであろ う。

自然保護は安易な考え方で、安価に実現す ることは不可能である。

本稿作成にあたり、お世話になった富士市の丸金製紙の鈴木基之社長、丸富製紙の塚田直樹

取締役営業部長を初め地域の方々に感謝申し上げます。

注 及 び参考 文 献

1)日 本 トイレ協会 『トイレの研究』地域交流出版

2)ロ ジェ ーアン リ ・ゲ ラン 『トイレの文化史』筑摩書房1987

3)神 戸国際 シンポジウム'93ABSTRACT

4)西 岡秀雄 『トイレッ トペーパーの文化誌』論創社

5)高 橋正明 「トイレか ら見 た環境問題」大手前女子大学論集28号1994

6)本 州製紙再生紙開発チーム 『紙の りサイ クル100の 知識』東京書籍

外川健一 「現代 日本の古紙鉄屑 リサ イクル システムー静脈産業立地論序説一」経済地理学

年報40-3、1994

7)日 刊紙業通信社 『平成6年 版静 岡の紙パ ルプ』1994

8)静 岡県商工労働部 『静岡県の紙業』1995、 お よび富士市の資料 による。

9)富 士市商工農林部 『富士市事 業所要覧』1990

日刊紙業通信社 前掲7)

10)高 橋正 明 前掲5)

11)紅 嶺製紙、三和製紙、新和洋製紙、滝沢製紙、富士里和製紙、松菱製紙、丸金製紙、三六

九製紙 の8社 で構成 されている。

一88一


